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特別損失の計上及び繰延税金資産の取崩し並びに 
連結業績予想と実績値との差異並びに剰余金の配当（無配）に関するお知らせ 

 

当社は平成 26 年 3 月期において、当社の事業再編等に係る特別損失の計上及び繰延税金資産の取崩しを行い

ましたのでお知らせいたします。また、平成 25 年 10 月 31 日に公表いたしました平成 26 年 3 月期（平成 25 年

4 月 1日～平成 26 年 3月 31 日）連結業績予想と本日公表の実績値に下記の通り差異が生じました。 

さらに、平成 26 年 3 月 31 日を基準日とする剰余金の配当について本日開催の取締役会において下記の通り決

議しましたので、あわせてお知らせいたします。 

 

 

記 

 

1. 特別損失の計上について 

（１） 事業再編損 

当社はお客様のニーズに対応した店舗網への再編を進めるため、対象店舗の移転等に係る費用 562 百万

円を特別損失として計上いたしました。 

 

（２） 固定資産減損損失 

「固定資産の減損に係る会計基準」に基づき、当社及び当社グループの保有する固定資産について将来

の回収可能性を検討した結果、帳簿価額を回収可能額まで減額し、減損損失 635 百万円を特別損失として

計上いたしました。 

 

2. 繰延税金資産の取崩しについて 

当社は今後の業績と市場環境の見通し等を踏まえ、繰延税金資産の回収可能性を慎重に検討した結果、繰

延税金資産を取崩し、法人税等調整額を 955 百万円計上いたしました。 

 

3. 連結業績予想と実績値との差異 

（１） 差異の内容 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
1 株当たり 

当期純利益

 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想（A） 47,600 △1,300 △1,500 △1,900 △191.74

今回実績（B） 47,710 △765 △814 △3,524 △355.69

増減額（B－A） 110 535 686 △1,624 

増減率（％） 0.2 － － － 

（ご参考）前期実績 

（平成 25年 3 月期） 
49,295 1,244 1,351 560 56.56

 

 



（２） 差異の理由 

平成 26 年 3月期連結業績につきましては、リゾート挙式の拡販や経費削減に努めたことと店舗再編等に

よる一時的な費用の一部を特別損失に計上したため、営業損失及び経常損失は前回予想を下回りました。 

当期純損失につきましては、上述の特別損失の計上と繰延税金資産の取崩しの結果、前回予想を大幅に

上回りました。 

 

4. 剰余金の配当（無配）について 

（１） 配当の内容 

 決定額 
直近の配当予想 

（平成 25 年 10 月 31 日公表）

前期実績 

（平成 25 年３月期） 

基準日 平成 26 年３月 31 日 同左 平成 25 年３月 31 日 

１株当たり配当金 0 円 00 銭 15 円 00 銭 15 円 00 銭 

配当金の総額 － － 148 百万円 

効力発生日 － － 平成 25 年６月 28 日 

配当原資 － － 利益剰余金 

 

（２） 理由 

当社は、株主の皆様への利益配分を経営の重要課題と認識し、安定的配当の継続を基本としつつ、連結

業績、財務体質の強化、事業戦略等を勘案し、分配可能額の範囲内で配当を実施することを基本方針とし

ております。しかしながら、前述の当期連結業績を踏まえ、誠に遺憾ではございますが期末配当を見送ら

せていただきます。 

株主の皆様には誠に申し訳なく存じますが、早期に復配できるよう、財務体質の健全化を図ってまいり

ます。 

 

 

（注）上記の予想は、本資料の発表日現在において当社が入手可能な情報に基づいており、実際の業績は、様々

な要因により予想と異なる可能性があります。 

 

以上 

 


